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1.まえがき

ホロー陰極型He-Cd'レ-ザには12本の発

振線がある｡このうちー可視光領域での441. 6

mm(育) ､ 533._7, 537. 8nm(緑)､

635. 5, 636. O nm(赤)を広帯域ミラー

を共義器として用いて同時発毒させることにより白

色レ-ザ光が得られる｡このレ-ザは1本のレ-ザ

管で光の三原色である赤･緑･青を同時に発振する

ことからー映像機器をはじめ､写真､印刷その他の

応用が期待されている｡ホロー陰極の構造としては

種々のものが研究されているが､まだ実用化段階に

は至っていない｡筆者らは従来のフルート型を改良

した新しい構造で高い効率が得られることを示した

が!り　その構造を用いて陰極長を61 cmにするこ

とにより､三色同時発表出力として194mWの高

出力が得られたので報告する(2-4)また､出力安定性

についても報告する｡

_2.レこザ管g)樟遣

ホロー陰極型は陽光柱では得られない高エネルギ

ー電子と電子密度の高い負グロー部を利用するもの

で､フルート型､同軸型､モジュール型など種々の

構造のものが研究されているが､まだ高出力で安定

図1.レ-ザ管の構造
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性の長い白色レ-ザは得られていない｡高出力でし

かも安定性の長いレ-ザ光が得られるホロー陰極型

He-Cd十レ-ザの構造として､筆者らは図1の

構造を提案し､高出力化を図って来た｡ここで用い

たレ-ザ管は､陰極はボア径4mm､外径14mmー

有効陰極長6 1cIB､陽極は3cm間隔で20個､

各陽極の中間部で陽極と反対側にC d滑が付いてい

る｡ポア両端部にはCd蒸気がブリュ-スタ窓側へ

散逸されるのを防ぐための補助陽極が付いている｡

陰極には耗鉄を用いた｡共振器には､ 440--

650nmの範囲で反射率100%と99%のミラ

ーを用いた｡電源および制御部は入出力特性測定時

には総括陽極電力制御方式､出力安定性の測定時に

は個別陽極電力制御方式を用いた15)

3.実験結果と検討

図2はH e圧を変えた時の三色同時発振時の各色

の出力を､ピーク健を基準として示したものである｡

赤.緑･青のピークはそれぞれ10. 0, ll. 5,

16. OTo r rで白色レ-ザとしてのピークは
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図2.各色におけるHe庄依存性



11･ 5Torrにある｡管構造と陰極長が決まれ

ば､ He庄Pとポア径dとの間にはPd-一定とい

う関係があるが:6)陰極長43cmに比べこれは

6 1 cmであるため若干大きくなっセいる｡

図3はHe圧を1OTorrとした時の陽極電茨

に対する出力を示す｡ He圧を1OTorrとした

わは最も盲弘一赤の出力に対して最適をHe圧とした

ためである｡陽極電涜2Aにおいて赤･緑･青の出

力はそれぞれ41. 3mW､ 60. 4mW､

92. 5mWで合計194. 2mWが得られた｡図

4は陽極および補助陽極に直接投入した電力に対す

るレ-ザ出力の比率を示したものである｡ Cd溜ヒ

一夕への投入電力は含まれていない｡陰極長4 3

cmの場合も示してあるが､陰極長61 cmの場合

で効率は3. 2×10'となっている｡図5は三色

合計出力約6 2mWの時の出力安定性を示したもの

である｡出力変動は±0. 6%以下である｡また､

この時､ 10Hz-1OMtすZ帯域でのRMS半音

は赤･緑･青に対してそれぞれ0. 086%､

0-　096%､ 0. 066　が得られた｡

4.まとめ

新しい構造のホロー陰極をもちいることにより

He-Cd+白色レ-ザで194mWの高出力を得

ることができた｡出力安定性も非常に長い｡実額化

のためには長寿命化が残されており､現在研究を進

めている｡
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図3.陽極電涼に対する出力
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図4.投入電力に対する出力
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図5.出力安定性


